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１.全国茶品評会用の一芯二
葉で摘まれた新芽　２．川根
高校茶ボーイズ　３．茶畑と
SL　４．見事な品評会用茶
葉　５．町長も川高生と茶摘
み　６．一芯二葉の要領で丁
寧に手摘み　７．献茶式用に
魂を込めて手揉みされた新茶　
８．グループホームの皆さん
も茶摘み体験

川根茶がある風景 川根本町にはお茶を
飲むと思い浮かべる
風景があります



２年ぶりの産地賞を目指して関係者一丸となり、４月30日の相藤園を皮切り
に全国茶品評会に出品する茶の摘採が始まりました。今年は「普通煎茶４㌔」
に７者、「釜入り」に２者の計９者の農家や製茶組合などが選抜され、それぞれ
摘採を行いました。出品者は次のとおり。【普通煎茶４㌔】▶相藤農園、▶相藤
園、▶川崎好和、▶高田農園、▶つちや農園、▶ティーサークル徳山、▶田野口
第一製茶組合、【釜入り】▶瀬沢製茶共同組合、▶川根本町茶業振興協議会。
「今年は天候の影響を受けず、新芽の色もよく、手にしっとりと吸い付く感じ
に仕上がった」と手応えを話す園主もいて、３年ぶりに本県で開催される第
69回全国茶品評会に期待が高まります。

茶産地の誇りをかけ、産地賞獲得を目指す

全国茶品評会
出品茶摘採
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